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ポル࢕ࣇリン㔠ᒓ㘒య࣊ࢆテロ✚ᒙࡓࡋ 

㉸分子元素ブロック高分子の⮬ᅾᵓ⠏ 
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研究概せ： 
 光合成⣽⳦䛾光ᤕ集アンテナ㘒体に見られるπ電子系

䛾スリップ✚ᒙ構造䛿、光合成初期過⛬䛾༟越した機能

発現䛾㘽である。ᡃ々䛿こ䛾構造に╔᝿を得て、次世代エ

䝺クトロニクスに⧅がる材料創〇について᳨ウしている。 

 䝫ルフィリン系金属㘒体に周辺⨨換基として配位子を導

ධすると、自己相⿵的な配位結合によりスリップ✚ᒙした

ダイマー構造を構築でき、➇த的な配位子䛾ῧ加・㝖ཤに

より自在に組み替えることができる [1]。こ䛾方ἲ論を応

用すると、䝫ルフィリン系金属㘒体と任意䛾機能ᅋをヘテ

ロ✚ᒙした“㉸分子元素ブロック䇿を構築することができる。

౛え䜀、配位子とフタロシアニンள㖄㘒体と䛾ᯫᶫ基とし

て䝫ルフィリンを導ධすると（ᅗ１a,b）、୧ⰾ㤶⎔䛾共平㠃

配向によってᣑᙇしたπ共役系が二分子間で✚ᒙし、電

Ⲵ移動相互作用をకう特異なπ電子系をᙧ成できる [2,3]。

こ䛾ようにπ電子系がヘテロ✚ᒙした㉸分子元素ブロック

を構成単位とした特異なπ電子✚ᒙ構造に㉳ᅉする新つ

π電子機能䛾創出が可能である。本研究で䛿こ䛾㉸分子

元素ブロック䛾“力䇿を㥑౑した、機能性㉸分子䝫リマー䛾

構築にྲྀり組んでいる（ᅗ１c）。 

 

 

ᅗ１ (a, b)フタロシアニン金属㘒体と䝫ルフィリンから構成

された㉸分子元素ブロックとそ䛾⁲定実㦂におけるス䝨ク

トル変化. (c)㉸分子元素ブロック䝫リマー䛾ᶍᘧᅗ 

 

 

 

 

᭱㏆の研究成ᯝ： 

 ㉸分子元素ブロック高分子࡬の機⬟ⓗほⅬࡽ࠿のア

レーションᡭἲࣗࣆࢽ分子マ࠸ࡋ新ࠊ࠼ຍ࡟ࢳローࣉ

の開発ࡶ࡟ᣮ戦ࠋࡿ࠸࡚ࡋඛのᡭἲ࢜ࢆリࢦマー࡟ᣑ

ᙇࠊࡋポル࢕ࣇリンアレー஧㔜㙐のᙧ成ࢆ行࠺とࠊග

ᤕ㞟アンテࢼ㘒య࡟㢮ఝࡓࡋ連⥆ⓗ࡞ポル࢕ࣇリン⎔

のスリッࣉ✚ᒙᵓ㐀ࢆᵓ⠏࡛ࡿࡁ(ᅗ ⬟の官࡬➃ᮎࠋ(2

ᇶᑟධࡀᐜ᫆ࡇ࡞のポル࢕ࣇリンアレー஧㔜㙐ࠊࡣ

“DNAᢡࡾ⣬ の͇࡟࠺ࡼ分子レ࣋ル࡛㝵ᒙⓗ࡟ᵓ㐀ไᚚ

ࣅ機⬟ᛶࡿࡍアセンブル࡟⢭ᐦࢆ材料࡞ࠎᵝࡽࡀ࡞ࡋ

ルデ࢕ンࢽࣘࢢッࢺと࡚ࡋ᭷ᮃ࡛ࠋࡿ࠶ 

 ௒ᚋࡽࢀࡇࠊのᡭἲࢆ㍈とࡓࡋ領域ෆのᵝ࡞ࠎ元素

ブロックとの融合ࢆ㐍ࡇࡿࡵとࠊ࡚ࡗࡼ࡟㉸分子元素

ブロック高分子ࡿࡼ࡟新࡞ࡓ機⬟๰発ࢆ行ࠋ࠺ 

 

 
ᅗ 2 䜸リ䝂䝫ルフィリンア䝺ー二重㙐䛾平⾮構造および

⁲定におけるス䝨クトル変化(n=1). 
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研究概せ： 

 チ䜸ラート（RS ）によってಖㆤされた金クラスター

（Aun(SR)m）䛿、䝞ルク金で䛿見られない䝃イ䝈特異的な

物性や機能を発現することから、機能性ナノ材料として大

きなὀ目を集めている。なかでも、㨱ἲᩘと࿧䜀れる特異

的に安定なクラスター䛿、機能性ナノ材料䛾構成単位とし

てとりわけ高い䝫テンシャルを有している。ᡃ々䛿、こうし

た㨱ἲᩘ Aun(SR)m クラスターを高機能化させることで、安

定かつ高機能な金属クラスターを創〇することを目指して

いる。そこで、異ཎ子ドーピングや機能性チ䜸ラートによる

表㠃ಖㆤが㨱ἲᩘ Aun(SR)mクラスター䛾安定性や物理的

/化学的性質に与える影響についてㄪべている（ᅗ 1）。 

 

 

ᅗ１ 安定かつ高機能な金属クラスター䛾創〇を目指した

ᡃ々䛾研究 

 

最近䛾研究成果： 

 異ཎ子ドーピングに関する研究で䛿、㨱ἲᩘ Aun(SR)m ク

ラスターに、Pd、Ag、ཬび Cu をドープすることに成功した

[1-3] （ᅗ 2）。得られたドープクラスターに関する研究より、

1）Pd ドーピング䛿クラスター䛾安定性や表㠃反応性を向

上 さ せ る こ と 、 2)Ag ド ー ピ ン グ 䛿 ク ラ ス タ ー 䛾

HOMO-LUMO ギャップを増大させること、3）Cu ドーピング 

 

 

䛿クラスター䛾 HOMO-LUMO ギャップをῶ少させることが

明らかになった。こうした▱見䛿、異ཎ子ドーピングにより

㨱ἲᩘ Aun(SR)m クラスターに新たな性質を௜与する上で

䛾設計指㔪に⧅がると期待される。また、配位子にア䝌䝧

ン䝊ンチ䜸ラートを用いた研究で䛿、Au25 クラスターをア䝌

䝧ン䝊ンと」合化させると、クラスター䛾㓟化㑏元電位に

光応⟅性を௜与できることが明らかになった（ᅗ 2）。こうし

た▱見䛿、㨱ἲᩘ Aun(SR)mクラスター䛾他䛾物性（☢性な

ど）に光応⟅性を௜与する上で、１つ䛾設計指㔪に⧅がる

と期待される。 

 

ᅗ 2 異ཎ子ドーピングやア䝌䝧ン䝊ンチ䜸ラートと䛾」合

化が㨱ἲᩘ Au25(SR)18 クラスター䛾物理的/化学的性質に

与える影響 
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㨱ἲᩘ金クラスター䛾」合化による新つ機能性 

金属クラスター䛾創〇 
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